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平
成
25
年
度
の
総
括
と
26
年
度
に
向
け
て

例
年
と
比
較
し
ま
す
と
、
冬
期
間
は
前
半

穏
や
か
に
推
移
し
た
も
の
の
、
後
半
は

風
雪
が
激
し
く
、
２
月
上
旬
は
４
日
間
に
渡
り

荒
れ
た
為
、
生
乳
の
集
荷
が
出
来
な
い
日
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
牛
舎
施
設
を
含
め
て
風
雪
被

害
が
多
く
発
生
し
、
そ
の
後
も
３
月
い
っ
ぱ
い

繰
り
返
し
ご
苦
労
が
あ
っ
た
事
と
被
害
に
遭
わ

れ
た
組
合
員
皆
様
に
は
御
見
舞
い
を
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
回
復
を
願
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
春
を
迎
え
て
、
農
作
業
の
準
備
を
ス

タ
ー
ト
さ
れ
た
方
々
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

何
と
か
こ
の
時
期
の
作
業
が
順
調
に
進
む
事
を

願
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

26
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
て
既
に
１
个
月
以
上

経
ち
ま
し
た
が
、
政
治
・
経
済
を
中
心
に
大
き

な
動
き
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
日
豪
の
Ｅ
Ｐ
Ａ

で
あ
り
、
牛
肉
の
関
税
に
大
き
く
踏
み
込
み
、

今
後
の
ア
メ
リ
カ
と
の
交
渉
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の

大
き
な
影
響
を
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の

分
野
で
情
報
開
示
が
無
い
中
、
内
閣
が
方
向
を

決
め
、
党
が
結
果
的
に
四
苦
八
苦
の
状
態
に
見

え
ま
す
。
本
当
に
こ
の
様
な
政
治
で
良
い
の
で

し
ょ
う
か
。
政
治
家
を
名
乗
る
も
の
は
、
自
ら

の
発
言
・
行
動
に
責
任
を
持
つ
べ
き
と
問
い
た

い
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
25
年
度
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
組
合

員
の
生
産
面
で
は
、
春
先
の
天
候
不
順
に
よ
り

作
業
が
遅
れ
が
ち
に
推
移
し
ま
し
た
が
、
以
降

回
復
し
た
こ
と
に
よ
り
７
月
い
っ
ぱ
い
は
生
育

状
態
・
一
番
草
収
穫
に
於
い
て
も
順
調
に
展
開

し
、
秋
の
収
穫
ま
で
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
８
月
に
入
る
と
天
候
は
一
変

し
、
曇
天
・
雨
の
連
続
で
日
が
照
る
こ
と
が
無

く
、
９
月
に
入
っ
て
も
状
況
が
変
わ
ら
ず
、
10

月
に
は
台
風
が
日
本
中
に
上
陸
し
各
地
に
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
勢
い
は
弱
ま
る
こ
と
な

く
北
海
道
東
部
に
も
上
陸
し
て
、
２
度
に
渡
り

デ
ン
ト
コ
ー
ン
に
一
部
倒
伏
の
被
害
を
発
生
さ

せ
、
又
、
畑
作
の
圃
場
に
於
い
て
も
土
砂
の
流

失
や
農
作
物
が
水
没
す
る
等
、
大
小
に
関
わ
ら

ず
収
穫
直
前
で
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
年
の
成
果
に
つ
い
て
で
す
が
、
酪
農
分
野

で
は
７
月
い
っ
ぱ
い
ま
で
は
前
年
比
増
で
順
調

な
生
産
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
８
月

以
降
は
減
少
に
転
じ
、
月
を
増
す
毎
に
マ
イ
ナ

ス
が
大
き
く
な
る
と
言
う
過
去
に
無
い
推
移
を

た
ど
り
、
そ
の
結
果
13
万
１
千
㌧
の
計
画
に
対

し
て
、
３
月
末
で
12
万
５
，５
７
６
㌧
と
、
前

年
比
97
％
と
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
状
況
を
受
け
て
農
協
で
は
、
増
産
対

策
と
し
て
10
月
以
降
の
乳
牛
導
入
に
助

成
す
べ
く
２
，０
０
０
万
円
を
準
備
、
組
合
員

に
周
知
し
、
３
月
ま
で
の
期
間
に
３
０
０
頭
以

上
の
導
入
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
牛
が
今

後
分
娩
し
、
生
産
す
る
状
況
に
な
る
と
、
６
月

頃
よ
り
そ
の
効
果
が
現
れ
る
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
改
め
て
乳
牛
の
管
理
徹
底
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
又
、
乳
価
も
税
抜

き
で
３
円
09
銭
値
上
げ
が
あ
り
、
４
月
乳
量
に

反
映
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で
前
向
き
な
取

り
組
み
を
願
い
ま
す
。

　

畑
作
で
す
が
、
前
年
よ
り
良
か
っ
た
の
は
だ

い
こ
ん
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
で
あ
り
ま
す
が
、
計

画
比
未
達
と
な
り
、
馬
鈴
し
ょ
は
、
澱
粉
・
食

用
・
加
工
が
前
年
減
、
種
子
は
前
年
並
み
で
、

ビ
ー
ト
は
昨
年
に
続
き
減
と
な
り
、
総
体
と
し

て
は
天
候
の
影
響
を
大
き
く
受
け
９
分
作
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
野
菜
関
係
は
、
特
に
病
虫

害
の
発
生
に
も
苦
労
が
多
い
シ
ー
ズ
ン
で
し

た
。
今
年
は
苦
い
経
験
を
各
機
関
の
研
修
・
肥

培
管
理
で
確
認
し
作
業
に
入
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
秋
の
結
果
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

酪
農
・
畑
作
合
わ
せ
、
値
上
が
り
も
あ
り
販

売
取
扱
高
１
３
０
億
を
越
え
る
結
果
で
終
了
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
農
協
事
業
で
す
が
、
肉
牛
生
産
セ

ン
タ
ー
部
門
で
は
、
東
京
電
力
の
補
償

は
無
く
な
り
ま
し
た
が
、
肉
相
場
が
一
年
通
し

て
回
復
し
高
値
で
推
移
し
た
た
め
、
計
画
以
上

の
結
果
を
得
る
事
が
出
来
た
事
で
明
る
い
材
料

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
管
理
維
持
を
含
め
、
コ

ス
ト
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
供
給
し
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

あ
る
る
部
門
で
す
が
、
大
き
な
投
資
を
15
周

年
に
向
け
て
行
い
、
ス
タ
ッ
フ
共
に
原
点
に

戻
り
お
客
様
対
応
を
確
認
し
取
り
組
ん
だ
結

果
、
供
給
実
績
18
億
４
，５
４
２
万
円
と
前
年

比
１
０
３
．１
％
と
な
り
、
客
数
含
め
明
る
い

兆
し
が
感
じ
ら
れ
る
所
に
来
ま
し
た
。
今
後
、

20
億
の
足
が
か
り
が
出
来
ま
し
た
の
で
、
ス

タ
ッ
フ
一
同
目
標
に
向
か
っ
て
更
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
御
利
用
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

給
油
所
部
門
で
は
、
価
格
の
上
下
が
一
年
通

し
て
有
り
対
応
に
苦
労
し
ま
し
た
。
供
給
量
・

客
数
は
前
年
よ
り
も
確
実
に
伸
び
、
洗
車
機
を

始
め
油
外
品
販
売
も
順
調
に
伸
び
、
結
果
を
残

す
事
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
リ
ッ

タ
ー
マ
ー
ジ
ン
の
確
保
が
時
と
し
て
難
し
い
時

期
も
あ
り
、
安
定
し
た
対
応
を
業
界
に
求
め
る

所
で
す
。

更
に
は
、
信
用
部
門
で
あ
り
ま
す
が
、
金

融
課
で
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
で
Ｐ
Ｒ
す

る
と
共
に
、
特
産
物
を
懸
賞
品
に
利
用
す
る

企
画
に
よ
り
前
年
比
１
０
３
．４
％
と
伸
び
、

６
億
円
以
上
の
好
結
果
の
実
績
を
達
成
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。、
又
、
共
済
課
は
Ｌ
Ａ
を

中
心
に
組
合
員
・
広
域
推
進
に
よ
り
、
40
億
円

の
目
標
に
対
し
て
54
億
円
以
上
の
保
障
を
確
保

し
、
部
門
と
し
て
重
要
な
位
置
づ
け
と
し
て
結

果
を
残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

他
に
も
色
々
な
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
概
ね
計
画
に
近
い
成
果
を
も
っ
て
終
え
た

所
で
す
。
今
後
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
地

区
別
懇
談
会
・
第
67
回
通
常
総
会
に
て
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
く
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
農
業
情
勢
も
大
き
く
動
く
事
が
予
想

さ
れ
、
様
々
な
決
断
を
求
め
ら
れ
る
一
年
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。
私
達
は
、
先
代
の
先
輩
達

が
残
し
て
く
れ
た
精
神
・
財
産
を
し
っ
か
り
と

次
へ
繋
ぐ
た
め
、
今
出
来
る
事
・
成
す
べ
き
事

を
確
認
し
つ
つ
、
役
職
員
共
々
に
努
力
を
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
私
事
で
あ
り
ま
す
が
、
３
月
13

日
各
連
総
会
の
折
り
に
﹁
北
海
道
農
業
協
同
組

合
功
労
者
表
彰
﹂
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
組
合
員
皆
様
の
御
協
力
・
御
支

援
を
い
た
だ
き
、
働
く
環
境
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
自
分
な
り
に
当
農
協
の
た
め
に
全
力
で
向

か
う
こ
と
が
出
来
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
を
代
表
し
て
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
っ
て

お
り
、
併
せ
て
家
族
に
も
経
営
を
任
せ
き
り
で

負
担
を
掛
け
て
い
る
こ
と
事
に
も
申
し
訳
な

く
、
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
本
格
的
な
農
作
業
が
始
ま
り
ま

す
。
ど
う
か
怪
我
や
病
気
に
は
充
分
に
注
意
さ

れ
、
今
年
度
一
年
が
農
業
者
に
と
っ
て
実
り
多

い
年
と
な
り
ま
す
事
を
祈
念
し
、
ご
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



　４月26日㈯ホクレン根室地区家畜市場屋内審査場にて第52回中標津ブラックアンドホワイトショウ
が開催されました。季節はずれの暖かい陽気のなかでの開催となりました。今年度根室管内で最初の共進
会開催ということもあり多くの観衆が来場し、応援して頂きました。

　

シ
ョ
ウ
に
は
14
戸
25
頭
（
未
17
頭
、
経
８

頭
）
の
出
陳
が
あ
り
、
デ
ー
リ
ィ
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
富
ん
だ
優
秀
な
乳
牛
が
集
ま
り
、
中

標
津
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
質
の
高
さ
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
ま
し
た
。
審
査
員
に
は
、
上
士
幌

町

酪
農
家

吉
田
智
貴
氏
が
あ
た
り
、
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
か
つ
的
確
な
ジ
ャ
ッ
ジ
で
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
デ
ー
リ
ィ
ー
・
ク
ィ
ー
ン
に

は
中
野
涼
香
さ
ん
（
管
理
部
管
理
課
）
が
務
め

シ
ョ
ウ
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

尚
、
審
査
の
結
果
（
左
表
参
照
）
シ
ニ
ア

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
佐
々
木
宏
之
さ
ん
出
陳
の

エ
コ
ー
ド
リ
ー
ム

エ
デ
イ
ツ
ト
号
、
リ
ザ
ー

ブ
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
佐
々
木
宏
之
さ

出品番号 名　　　　　　　　　　号 出品者

シニアチャンピオン

903 エコードリーム　エデイツト 佐々木宏之

リザーブシニアチャンピオン

605 アースイースト　テンプトレス　ストーリー 佐々木宏之

ジュニアチャンピオン

302 アースイースト　グラマラス　ゴールド　ET 佐々木宏之

リザーブジュニアチャンピオン

502 フラーリツシユ　スパーク　ハツト 福嶋　寿顕

プレミアブリーダー 保科　  斉 プレミアエキジビター 佐々木宏之

ん
出
陳
の
ア
ー
ス
イ
ー
ス
ト

テ
ン
プ
ト
レ
ス

ス
ト
ー
リ
ー
号
、
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に

は
佐
々
木
宏
之
さ
ん
出
陳
の
ア
ー
ス
イ
ー
ス

ト

グ
ラ
マ
ラ
ス

ゴ
ー
ル
ド

Ｅ
Ｔ
号
、
リ
ザ
ー

ブ
ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
は
福
嶋
寿
顕
さ

ん
出
陳
の
フ
ラ
ー
リ
ツ
シ
ユ

ス
パ
ー
ク

ハ
ツ

ト
号
が
そ
れ
ぞ
れ
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
ま
た
、

プ
レ
ミ
ア
ブ
リ
ー
ダ
ー
は
保
科
斉
さ
ん
が
、
プ

レ
ミ
ア
エ
キ
ジ
ビ
タ
ー
に
は
佐
々
木
宏
之
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
共
進
会
が
共
進
会
シ
ー
ズ
ン
皮
切
り
と
な

り
ま
す
が
、
出
品
者
の
皆
様
方
に
は
各
共
進
会

に
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
記
＝
友
貞　

直
）

順　位 名　　　　　　　　号 生年月日 出品者

1部1位 フラーリツシユ ゴールドチツプ ローサ ET ₂₅. ₈.₂₁ 福嶋　寿顕

2部1位 センターリバー サンダー デブ ET ₂₅. ₅. ₂ 中川　　将

３部1位 アースイースト グラマラス ゴールド ET ₂₅. ₄.₂₁ 佐々木宏之

５部1位 フラーリツシユ スパーク ハツト ₂₄. ₈. ₄ 福嶋　寿顕

６部1位 アースイースト テンプトレス ストーリー ₂₂.₁₀.₂₀ 佐々木宏之

７部1位 ニユーバース アデイダス レンホー ₂₂. ₉.₂₃ 保科　　斉

９部1位 エコードリーム　エデイツト ₁₈.₁₀.₁₁ 佐々木宏之

■開催日時：平成26年４月26日㈯　午前10時
■開催場所：ホクレン根室家畜市場屋内審査会場
■審 査 員：吉田　智貴 氏（上士幌町 酪農家）
■出品頭数：総頭数25頭 14戸（未経産：17頭、経産：８頭）

第52回 中標津Ｂ＆Ｗショウ入賞牛一覧

審
査
員
の
吉
田
智
貴
氏

第52回 中標津ブラックアンドホワイトショウ

3
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第66回

青年部通常総会 　

４
月
11
日
、
第
66
回
中
標
津
町
農
業
協
同
組
合 

青
年
部
通
常
総
会
が
農
協

大
会
議
室
で
開
か
れ
、
部
員
数
72
名
の
う
ち
本
人
出
席
41
名
、
委
任
状
に
よ
る

代
理
出
席
８
人
で
総
会
が
成
立
。
平
成
25
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
平

成
26
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
な
ど
全
て
の
協
議
事
項
に
つ
い
て
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
、
平
成
26
年
度
を
新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

総
合
司
会
は
当
幌

支
部
の
纓
坂
直
俊
氏

が
務
め
、
俵
橋
支
部

の
水
本
竜
一
氏
の
開

会
宣
言
の
後
、
安
田

正
嗣
青
年
部
長
の
挨

拶
で
総
会
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
北
海
道
議
会
議
員

の
中
司
哲
雄
氏
、
髙
橋
勝
義
組
合
長
、

根
室
地
区
青
協
の
西
田
尚
会
長
、
藤

井
直
雄
美
女
性
部
部
長
、
小
林
実
町

長
、
中
標
津
町
役
場
の
石
毛
敏
博
農

林
課
長
、
根
室
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
北
根
室
支
所
の
斉
藤
潔
係
長
、

商
工
会
青
年
部
の
浜
名
健
一
副
部
長
、

青
年
会
議
所
の
今
野
大
理
事
長
に
ご

臨
席
頂
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
開
陽
支
部
の
中
本
信

幸
氏
が
選
出
さ
れ
議
事
に
入
り
、
執

行
部
よ
り
説
明
が
あ
り
、
平
成
25
年

度
の
収
支
決
算
及
び
事
業
報
告
、
平

成
26
年
度
の
事
業
計
画
案
及
び
予
算

案
に
つ
い
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

４
月
24
日
、
根
室
地
区
農

協
青
年
部
連
絡
協
議
会

第

63
回
通
常
総
会
が
根
室
農
業

会
館
で
開
か
れ
、
当
農
協
青

年
部
か
ら
は
代
議
員
と
し
て

８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
平

成
25
年
度
収
支
決
算
、
平
成

26
年
度
収
支
予
算
案
、
会
費

の
賦
課
・
徴
収
方
法
、
役
員

の
改
選
、
国
際
貿
易
交
渉
か

ら
北
海
道
を
守
り
抜
く
特
別

決
議
が
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
挨
拶
と
し
て
根

室
地
区
青
協
会
長

西
田

尚
氏
が
25
年
度
を
振
り
返

り
、
天
候
不
良
に
よ
る
農

作
業
の
遅
れ
や
国
際
情
勢

の
動
き
に
畜
産
農
家
へ
の

影
響
が
大
き
く
、
不
安
が

拭
え
な
い
状
況
で
あ
る
こ

と
。
食
農
教
育
の
部
分
で

は
好
評
だ
っ
た
教
育
大
の

根
室
地
区
農
協
青
年
部
連
絡
協
議
会

第
₆₃
回 

通
常
総
会

中本議長

安田  正嗣新会長 前会長西田氏 来賓 髙橋組合長

通常総会通常総会
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フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
受
入

を
26
年
度
も
継
続
事
業

と
し
て
進
め
て
い
き
た

い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

西
田
氏
に
つ
き
ま
し
て

は
、
26
年
度
は
北
海
道

農
協
青
年
部
協
議
会
副

部
長
と
し
て
活
動
し
て

行
く
事
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

平
成
26
年
度
事
業
計

画
で
は
、
根
室
地
区
青

協
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

﹁
Ｍ
ｏ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ

ｉ
ｔ

～
眼
前
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
～
﹂
を
掲
げ
、
Ｊ
Ａ
根
室

地
区
青
協
は
、
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
女
性
協
議
会
・
各
関
係
機
関

と
の
こ
れ
ま
で
以
上
の
連
携
と
団
結
を
図
り
、
安
定
感
の

あ
る
農
業
を
目
指
し
、
各
種
活
動
を
通
じ
た
盟
友
の
人
材

育
成
と
相
互
研
鑽
を

図
る
こ
と
決
意
し
ま

し
た
。

　

平
成
26
年
度
新
役

員
体
制
に
つ
い
て
は
、

会
長
に
安
田
正
嗣
氏

（
中
標
津
）、
副
会
長

に
安
達
永
補
氏
（
標

津
）、
久
保
拡
伸
氏

（
計
根
別
）、
監
事
に

松
井
和
孝
氏
（
中
春

別
）、
田
中
将
彦
氏

（
道
東
あ
さ
ひ
）
と

な
り
ま
し
た
。

（
記
＝
佐
藤　

淳
）

　

平
成
26
年
度
地
区
理
事
に
就
任
し

た
の
は
、
阿
知
波
秀
晃
氏
（
開
陽
支

部
）、
相
澤
正
博
氏
（
俣
落
支
部
）、

飯
島
央
道
氏
（
当
幌
支
部
）、
水
本

竜
一
氏
（
俵
橋
支
部
）、
佐
藤
克
幸

氏
（
武
佐
支
部
）
で
す
。

　

40
歳
表
彰
で
は
、
中
本
信
幸
氏

（
開
陽
支
部
）、
上
村
満
彦
氏
（
俣
落

支
部
）
の
２
人
が
受
賞
し
、
青
年
部

活
動
に
対
す
る
長
年
の
協
力
と
活
躍

に
対
し
て
表
彰
及
び
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
に
活
躍
し
た
部
員
に

贈
ら
れ
る
Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞
は
、
武
佐
支
部

の
佐
藤
克
幸
氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

新
入
部
員
に
は
、
湯
田
貢
太
氏

（
武
佐
支
部
）
が
加
入
し
、
67
名
体

制
で
新
年
度
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
（
記
＝
佐
藤　

淳
）

役 職 氏　　名 支部

部 長 乾　　　元　樹 俵橋

副部長 遠　藤　洋　志 俣落

副部長 原　　　建　治 俣落

副部長 舟　橋　祐　太 俵橋

監 事 井　上　直　人 開陽

監 事 松　田　貴　裕 当幌

理 事 阿知波　秀　晃 開陽

理 事 相　澤　正　博 俣落

理 事 飯　島　央　道 当幌

理 事 水　本　竜　一 俵橋

理 事 佐　藤　克　幸 武佐

顧 問 安　田　正　嗣 当幌

Ｍ
Ｖ
Ｐ
賞 
佐
藤
克
幸
氏

₄₀
歳
表
彰
中
本
信
幸
氏

新役員の５名

◆組織強化委員会　 スポーツによる部員間交流・農協職員と
の交流会や勉強会

◆Ｐ Ｒ 委 員 会　 中標津夏・冬祭りへの出店参加・さっぽ
ろオータムフェスト参加

◆食農教育委員会　 丸山小学校や東小学校での出前授業、酪
農施設見学の受け入れ

平成26年度
中標津町農業協同組合青年部役員

平成25年度の主な取組
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て
お
り
、
Ｎ
Ｚ
に
は
約
50
戸
の
ゴ
ー
ト
ミ

ル
ク
生
産
農
家
が
い
る
と
の
事
。

　

人
間
用
の
ミ
ル
ク
と
い
う
こ
と
な
の
で

衛
生
面
は
重
要
で
あ
り
基
準
も
定
め
ら
れ

て
い
る
そ
う
だ
が
、
搾
乳
前
の
前
絞
り
や

乳
頭
清
拭
作
業
は
無
く
、
少
し
疑
問
を
感

じ
ま
し
た
。

　

給
与
飼
料
設
計
は
専
門
の
栄
養
士
に
任

せ
て
い
る
そ
う
で
す
。
牧
草
サ
イ
レ
ー
ジ

を
メ
イ
ン
に
、
と
う
も
ろ
こ
し
サ
イ
レ
ー

ジ
も
合
わ
せ
乾
物
４
㎏
／
頭･

日
で
給
与

し
て
い
ま
す
。

　

体
重
当
た
り
乾
物
要
求
量
は
５
％
Ｂ

Ｗ
（
体
重
）
が
必
要
で
あ
り
、
乳
牛
の
３
．

６
％
Ｂ
Ｗ
と
比
較
し
て
飼
料
効
率
は
悪
い

と
の
事
。

【
グ
レ
イ
ン
販
売
・
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
業
務
】

　

こ
の
会
社
で
は
３
，５
０
０
ha
の
飼
料

用
と
う
も
ろ
こ
し
を
栽
培
し
、
ホ
ー
ル
ク

ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
と
し
て

７
，０
０
０
～
１
０
，０
０
０
ｔ
製
造
し
て

い
る
と
の
事
で
す
。
こ
れ
は
酪
農
家
に
販

売
し
て
い
る
ほ
か
、
自
社
山
羊
農
場
で
も

使
用
し
て
い
ま
す
。

　

Ｗ
Ｃ
Ｓ
以
外
は
メ
イ
ズ
グ
レ
イ
ン
と
呼

ば
れ
る
飼
料
に
加
工
し
て
販
売
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
単
体
丸
粒
と
う
も
ろ
こ
し
で
、

飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
子
実
部
分
を
収

穫
し
、
チ
ュ
ー
ブ
サ
イ
ロ
（
２
０
０
ｔ
／

本
）
に
貯
蔵
し
た
も
の
（
74
│
76
％
Ｄ

Ｍ
）
を
、
機
械
で
乾
燥
さ
せ
て
出
荷
し
て

い
ま
す
。（
出
荷
時
は
86
％
Ｄ
Ｍ
ま
で
水

分
を
落
と
す
）

　

ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
地
方
で
製
造
し
て
い

た
も
の
を
参
考
に
し
て
お
り
、
塩
・
Ｍｇ
・

そ
の
他
ミ
ネ
ラ
ル
類
を
添
加
し
製
品
と
し

て
い
ま
す
。

　

チ
ュ
ー
ブ
サ
イ
ロ
で
は
20
个
月
間
保
存

可
能
。
以
前
は
タ
ワ
ー
サ
イ
ロ
に
保
管
し

て
い
た
が
、
結
露
が
発
生
す
る
た
め
換
気

の
必
要
が
あ
っ
た
。
気
密
性
が
高
く
、
品

質
が
良
く
な
っ
た
と
の
事
。

　

製
品
は
北
島
北
部
の
酪
農
家
４
０
０
│

５
０
０
戸
に
４
２
０
Ｎ
Ｚ
＄
／
ｔ
で
納
め

て
い
る
そ
う
で
す
。
中
間
マ
ー
ジ
ン
の
削

減
や
、
製
品
の
品
質
を
考
慮
し
酪
農
家
へ

直
接
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ

Ｎ
Ｓ
社
が
あ

る
ワ
イ
カ
ト
地

区
で
は
多
く
の

酪
農
家
が
デ
ン

ト
コ
ー
ン
サ
イ

レ
ー
ジ
を
作
っ

て
い
る
為
、
販

売
を
考
え
る
と

現
在
の
作
付
面

積
が
限
界
と
の

事
。

　

ま
た
、
使
わ

⑶
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
社

　
　

■
対
応
者　

イ
ア
ン
・
ギ
ャ
ビ
ン
氏

　
　
　
　
　
　
︵
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
社
代
表
︶

【
業
務
概
要
】

　

Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
社
は
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー

業
務
・
グ
レ
イ
ン
販
売
・
ゴ
ー
ト
ミ
ル
ク

（
山
羊
乳
）
生
産
の
事
業
を
行
っ
て
い
る

会
社
で
す
。
グ
レ
イ
ン
販
売
に
関
し
て
Ｇ

社
と
の
取
引
が
あ
る
会
社
で
す
。

【
ゴ
ー
ト
ミ
ル
ク　

ヤ
ギ
乳
】

　

昨
年
か
ら
ゴ
ー
ト
ミ
ル
ク
搾
乳
会
社
の

株
式
を
購
入
し
運
営
を
始
め
た
。
山
羊
を

２
，３
０
０
頭
飼
養
（
搾
乳
１
，６
０
０
頭
、

育
成
７
０
０
頭
）、
１
０
８
ポ
イ
ン
ト
の

ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
で
搾
乳
し
、
１
日

２
回
搾
乳
を
実
施
し
て
い
る
。
１
頭
当
た

り
５
～
６
分
で
搾
乳
を
終
え
、
牛
同
様
、

乳
固
形
分
取
引
で
１
㎏
Ｍ
Ｓ
あ
た
り
16
～

19
Ｎ
Ｚ
＄
、
年
換
算
で
55
～
60
㎏
Ｍ
Ｓ
／

頭
と
な
っ
て
い
る
。

　

目
標
は
年
１
０
０
～
１
０
５
㎏
Ｍ
Ｓ
／

頭
。
規
模
を
２
年
後
に
は
３
，０
０
０
頭

ま
で
塔
頭
し
た
い
と
の
事
。

　

ゴ
ー
ト
ミ
ル
ク
は
子
供
用
粉
ミ
ル
ク
の

原
料
（
※
牛
乳
ア
レ
ル
ギ
ー
向
け=
人

間
の
ミ
ル
ク
成
分
に
近
い
）
と
し
て
世
界

的
に
需
要
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
足
り
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。（
※
特
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
の
需
要
が
多
い
）

　

ゴ
ー
ト
ミ
ル
ク
の
生
産
に
乗
り
出
し
た

理
由
と
し
て
、﹁
需
要
が
多
く
、
買
取
価

格
の
値
段
が
高
い
。
牛
よ
り
も
必
要
な
牧

草
＂
量
＂
が
少
な
く
て
済
む
。﹂
と
語
っ

Australia

New Zealand

　

今
回
は
４
月
号
に
引
き
続
き
、
20
日
か
ら
22
日
に
視
察
し

た
Ｇ
Ａ
Ｖ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
社
と
フ
レ
ミ
ン
ト
ン
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
報

告
を
し
ま
す
。

vol.4

根室管内JA
海外酪農視察研修

20日 パイオニア販売代理店
ENETIC TECHNOLOGIES LTD

（以下：G社）



作
・
果
樹
が
栄
え
て
い
る
。

　

国
民
一
人
当
た
り
名
目
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５

５
０
万
（
２
０
１
０
年
Ｉ
Ｍ
Ｆ
調
査
）　

為
替
レ
ー
ト
は
研
修
時
で
、
１
豪
＄
＝
95

円
（
以
下
、
資
料
内
95
円
換
算
）。

【
設
立
・
規
模
】

　

１
９
７
５
年
Ｎ
Ｓ
Ｗ
州
が
立
ち
上
げ

た
後
、
１
９
９
６
年
に
民
営
化
（
株
式
）。

株
主
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
が
運
営
し
て
い

る
。

　

35
ha
の
敷
地
に
生
産
者
の
直
売
所
、
仲

買
人
の
販
売
所
を
設
置
。
販
売
場
所
は

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
分
譲
）
管
理
さ
れ

て
お
り
、
生
産
者
は
年
契
約
で
６
万
豪

れ
て
い
る
添
加
剤
も
高
額
な
た
め
、
商
品

の
価
格
を
下
げ
、
販
売
を
伸
ば
す
こ
と
は

困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
Ｎ
Ｚ
で
は

乳
価
が
高
い
た
め
グ
レ
イ
ン
メ
イ
ズ
の
販

売
も
順
調
で
あ
る
が
、
乳
価
に
よ
っ
て
需

要
が
大
き
く
落
ち
込
む
（
ま
た
放
牧
型
酪

農
に
戻
る
）
商
品
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
部
門
は
飼
料
用
と
う

も
ろ
こ
し
に
関
わ
る
作
業
を
専
門
に
請
負
、

36
台
の
ト
ラ
ク
タ
ー
と
専
門
作
業
所
・
専

任
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

約
４
０
０
件
の
顧
客
が
お
り
、
播
種
か
ら

収
穫
ま
で
を
行
っ
て
い
る
。
料
金
は
作
付

け
作
業
が
１
３
０
Ｎ
Ｚ
＄
／
ha
（
＝
１
１
，

０
０
０
円
／
ha
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　

市
内
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
あ
る

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
視
察
し

ま
し
た
。
Ｎ
Ｚ
も
島
国
の
た
め
、

物
価
は
高
く
感
じ
ま
し
た
。（
参

考
：
５
０
０
㎖
の
水
、
２
４
０
円
程
度
）

　

乳
製
品
は
成
分
強

化
乳
な
ど
の
加
工
乳

が
多
く
、
生
乳
と
し

て
は
あ
ま
り
見
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の

消
費
が
世
界
１
位
と

い
う
事
で
、
乳
製
品

は
、
ほ
ぼ
加
工
し
て

の
流
通
と
な
っ
て
い

る
。

　

Ｎ
Ｚ
国
内
景
気
は

酪
農
に
よ
る
外
貨
取

得
を
軸
に
し
て
い
る

た
め
、
Ｎ
Ｚ
国
民
の

関
心
事
に
は
常
に

フ
ォ
ン
テ
ラ
社
が
関

わ
っ
て
い
る
と
の
事
。

　

税
・
社
会
保
障
に
つ
い
て
は
、
所
得

税
・
消
費
税
が
メ
イ
ン
で
、
所
得
税
に

つ
い
て
は
所
得
２
０
０
万
以
下
で
17
％
、

５
４
０
万
以
上
で
は
33
％
の
税
率
に
な
っ

て
い
る
。

　

消
費
税
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｚ
国
内
で
15
％

と
な
っ
て
い
て
、
年
金
や
健
康
保
険
は
消

費
税
か
ら
捻
出
し
て
い
る
と
の
事
。
な

お
、
最
低
賃
金
は
13
＄
65
セ
ン
ト
＝
１
，

１
６
０
円
と
の
事
で
す
。

　

Ｎ
Ｚ
は
移
民
の
国
で
、
人
口
も
増
え
て

お
り
ま
す
が
、
若
者
の
移
出
も
多
い
国
だ

と
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
過
去
か
ら
島
国
な
ら
で
は
の

考
え
方
で
、
海
外
で
研
修
し
て
き
た
後
、

習
得
し
た
技
術
を
国

内
に
持
ち
帰
る
と

い
っ
た
手
法
を
取
っ
て
い
る
。（
オ
ー

バ
ー
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
）。

【
Ａ
Ｕ
の
概
要
】

　

正
式
名
：
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連

邦
。
首
都
は
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
す
。

国
土
面
積
は
約
７
６
９
万
㎢
（
日

本
の
約
20
倍
の
大
き
さ
）。
人
口
２
，

２
６
０
万
人
。
近
年
は
中
国
系
の

移
民
者
が
増
え
て
い
て
、
時
差
は

２
時
間
で
す
。

　

今
回
の
視
察
先
は
ニ
ュ
ー
サ
ウ

ス
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州
（
以
下
、
Ｎ

Ｓ
Ｗ
州
）
の
シ
ド
ニ
ー
近
郊
で
Ａ

Ｕ
大
陸
の
南
西
部
に
位
置
し
ま
す
。

非
常
に
雨
が
少
な
く
、
過
去
何
年

も
干
ば
つ
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
地

域
で
、
温
暖
な
気
候
の
為
雪
が
降
り
ま
せ

ん
。

　

主
要
産
業
は
流
通
業
・
製
造
業
・
鉱
業

と
な
っ
て
ま
す
。
農
業
は
酪
農
よ
り
も
畑

＄
（
５
１
０
万
円
）、
仲
買
人
へ
の
契
約

金
額
は
詳
し
く
は
聞
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

１
億
円
程
を
支
払
っ
て
購
入
し
て
い
る
。

以
前
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
制
を
取
っ
て
い

た
が
、
手
数
料
で
徴
収
し
て
い
る
。

【
利
用
者
・
規
制
】

　

出
店
者
は
地
元
１
５
０
㎞
圏
内
の
生
産

者
が
自
家
生
産
し
た
も
の
を
販
売
。
自
由

競
争
の
た
め
、
品
質
を
設
定
す
る
な
ど
の

規
制
は
設
け
て
い
な
い
と
の
事
。

　

仲
買
人
は
生
産
者
か
ら
の
買
付
を
し
て
、

販
売
し
て
お
り
ま
す
が
、
輸
入
品
な
ど
も

販
売
し
て
お
り
、
輸
入
品
は
最
大
で
も

５
％
の
取
扱
量
と
な
っ
て
い
る
。

　

購
入
者
は
シ
ド
ニ
ー
近
郊
の
飲
食
転
業

者
、
近
隣
市
民
な
ど
が
利
用
。
ほ
と
ん
ど

の
野
菜
・
青
果
は
こ
の
市
場
で
集
め
ら
れ

る
た
め
、
日
本
の
築
地
市
場
的
な
存
在
で

あ
る
と
の
事
。

　

利
用
者
は
５
０
０
０
人
／
日
と
な
っ
て

い
る
。

　

ま
た
薬
品
規
制
な
ど
は
、
国
で
基
準
を

設
け
て
お
り
政
府
が
抜
き
打
ち
で
検
査
を

行
っ
て
い
る
と
の
事
。

【
施
設
の
問
題
点
】

　

敷
地
内
は
非
常
に
広
い
た
め
、
販
売

物
の
移
動
は
主

に
リ
フ
ト
の
稼

働
が
多
い
。
そ

の
た
め
大
型
ト

ラ
ッ
ク
や
リ
フ

ト
な
ど
の
交
通

量
が
多
く
、
事

故
が
起
き
な

い
か
を
懸
念
し
、

今
後
整
備
を
進

め
て
い
き
た
い

と
の
事
。

21日 AM
市場流通調査
および移動

21日 PM　NZ→AUへ移動

22日  AM  フレミントン・マーケット
■対応者　グラント氏（農業専修学校コンサルタント）
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Crossword Puzzle

出題／ニコリ夢広がる
クロスワード

第１回  理　事　会
開催月日　平成26年４月21日
開催場所　農協中会議室  　 

決
議
事
項

１
．
法
人
税
等
調
整
額
の
計
上
に
伴
う
税
効
果
積
立
金
の
取

崩
に
つ
い
て

２
．
平
成
25
年
度
決
算
及
び
利
益
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

３
．
第
67
回
通
常
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

４
．
総
会
提
出
決
算
関
係
書
類
の
監
事
へ
の
提
出
に
つ
い
て

５
．
理
事
及
び
監
事
の
候
補
者
に
つ
い
て 

６
．
監
事
選
任
議
案
の
監
事
会
の
同
意
の
依
頼
に
つ
い
て

７
．
平
成
26
年
度
信
用
供
与
等
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

８
．
平
成
26
年
度
貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

９
．
平
成
26
年
度
貸
出
条
件
緩
和
債
権
判
定
基
準
に
つ
い
て

10
．
平
成
26
年
度
余
裕
金
の
運
用
方
針
お
よ
び
預
入
先
の
決

定
に
つ
い
て

11
．
資
産
査
定
に
つ
い
て

12
．
各
種
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

13
．
中
標
津
町
農
協
総
合
共
進
会
・
第
５
回
牛
祭
り
に
つ
い
て

14
．
休
農
組
合
員
の
利
息
減
免
処
置
及
び
清
算
見
込
み
に
つ

い
て

15
．
中
標
津
乳
検
組
合
資
金
需
要
に
つ
い
て

16
．
中
標
津
町
農
協
家
畜
伝
染
病
淘
汰
互
助
会
制
度
要
領
変

更
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
平
成
25
年
度
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

２
．
平
成
26
年
度
３
月
末
組
勘
状
況
及
び
四
半
期
報
告
に
つ

い
て

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

①吐く糸は絹になります
④端午の節句に食べる和菓子
⑦中身は開けてのお──
⑨赤、青、黄、緑、紫など
⑩グー対チョキならグーの方
⑪人間──に入って健康をチェックした
⑬ぴん札には入ってません
⑮ラスベガスやマカオのものが有名
⑯もう精も──も尽き果てたよ
⑰指でギュッと押すと気持ち良い
⑱荷造りをし、転出届を出して……
⑳うりのつるに──はならぬ
㉑フランス語で栗のこと

①漢字の一部から作られたという文字
②生きているものに一つずつあります
③背中とお尻の間
⑤司会者が手に持つ商売道具
⑥帰り道のこと
⑧５月４日は「──」　祝日です
⑫指の先に生えています
⑬父や母の兄弟
⑭アナログ時計では1日に2周します
⑮大分名産のかんきつ類
⑯良い話を聞くと温かくなります
⑰一般的に縄より太め
⑲夫のいる身です

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｅ
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

３
．
平
成
26
年
３
月
末
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
稼
働
実
績
に
つ

い
て

４
．
平
成
26
年
３
月
末
農
業
・
農
村
交
流
施
設
稼
働
実
績
に

つ
い
て

５
．
平
成
26
年
３
月
末
人
工
授
精
稼
働
実
績
に
つ
い
て

６
．
平
成
25
年
度
生
乳
生
産
状
況
と
乳
質
結
果
に
つ
い
て

７
．
平
成
25
年
度
乳
質
改
善
共
励
会
の
結
果
に
つ
い
て

８
．
販
売
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

９
．
購
買
未
収
金
の
回
収
状
況
に
つ
い
て

8

　４月号のクロスワード、答えは「ハナミザケ」でした。
当選者は11名です。
　当選者の発表は景品の発送をもって代えさせていただき
ます。おめでとうございます。応募される際には一言コメ
ントを添えて応募いただけますようお願い申し上げます。

４月号クロス
ワードの解答『ハナミザケ』



Crossword Puzzle

出題／ニコリ夢広がる
クロスワード

第１回  理　事　会
開催月日　平成26年４月21日
開催場所　農協中会議室  　 

決
議
事
項

１
．
法
人
税
等
調
整
額
の
計
上
に
伴
う
税
効
果
積
立
金
の
取

崩
に
つ
い
て

２
．
平
成
25
年
度
決
算
及
び
利
益
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て

３
．
第
67
回
通
常
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

４
．
総
会
提
出
決
算
関
係
書
類
の
監
事
へ
の
提
出
に
つ
い
て

５
．
理
事
及
び
監
事
の
候
補
者
に
つ
い
て 

６
．
監
事
選
任
議
案
の
監
事
会
の
同
意
の
依
頼
に
つ
い
て

７
．
平
成
26
年
度
信
用
供
与
等
限
度
額
の
決
定
に
つ
い
て

８
．
平
成
26
年
度
貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度
の
決
定
に
つ
い
て

９
．
平
成
26
年
度
貸
出
条
件
緩
和
債
権
判
定
基
準
に
つ
い
て

10
．
平
成
26
年
度
余
裕
金
の
運
用
方
針
お
よ
び
預
入
先
の
決

定
に
つ
い
て

11
．
資
産
査
定
に
つ
い
て

12
．
各
種
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

13
．
中
標
津
町
農
協
総
合
共
進
会
・
第
５
回
牛
祭
り
に
つ
い
て

14
．
休
農
組
合
員
の
利
息
減
免
処
置
及
び
清
算
見
込
み
に
つ

い
て

15
．
中
標
津
乳
検
組
合
資
金
需
要
に
つ
い
て

16
．
中
標
津
町
農
協
家
畜
伝
染
病
淘
汰
互
助
会
制
度
要
領
変

更
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
平
成
25
年
度
組
合
員
の
加
入
及
び
脱
退
の
状
況
に
つ
い
て

２
．
平
成
26
年
度
３
月
末
組
勘
状
況
及
び
四
半
期
報
告
に
つ

い
て

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

①吐く糸は絹になります
④端午の節句に食べる和菓子
⑦中身は開けてのお──
⑨赤、青、黄、緑、紫など
⑩グー対チョキならグーの方
⑪人間──に入って健康をチェックした
⑬ぴん札には入ってません
⑮ラスベガスやマカオのものが有名
⑯もう精も──も尽き果てたよ
⑰指でギュッと押すと気持ち良い
⑱荷造りをし、転出届を出して……
⑳うりのつるに──はならぬ
㉑フランス語で栗のこと

①漢字の一部から作られたという文字
②生きているものに一つずつあります
③背中とお尻の間
⑤司会者が手に持つ商売道具
⑥帰り道のこと
⑧５月４日は「──」　祝日です
⑫指の先に生えています
⑬父や母の兄弟
⑭アナログ時計では1日に2周します
⑮大分名産のかんきつ類
⑯良い話を聞くと温かくなります
⑰一般的に縄より太め
⑲夫のいる身です

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜
Ｅ
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

３
．
平
成
26
年
３
月
末
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
稼
働
実
績
に
つ

い
て

４
．
平
成
26
年
３
月
末
農
業
・
農
村
交
流
施
設
稼
働
実
績
に

つ
い
て

５
．
平
成
26
年
３
月
末
人
工
授
精
稼
働
実
績
に
つ
い
て

６
．
平
成
25
年
度
生
乳
生
産
状
況
と
乳
質
結
果
に
つ
い
て

７
．
平
成
25
年
度
乳
質
改
善
共
励
会
の
結
果
に
つ
い
て

８
．
販
売
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

９
．
購
買
未
収
金
の
回
収
状
況
に
つ
い
て

● 

京
都
の
親
戚
よ
り
、タ
ケ
ノ
コ
届
き
ま
し
た
。主
人

の
好
き
な
酢
味
噌
合
え
、タ
ケ
ノ
コ
ご
飯
を
作
り

頂
き
ま
し
た
。本
州
の
方
で
は
今
が
旬
で
す
よ
ね
。

春
の
香
り
と
あ
の
食
感
は
独
特
の
物
で
す
。北
海

道
か
ら
は
、ハ
ウ
ス
物
の
ア
ス
パ
ラ
（
２
Ｌ
サ
イ
ズ
）

を
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。     

▼
Ｐ
Ｎ
／
フ
リ
ー
ジ
ア

● 

４
月
に
入
っ
た
と
い
う
の
に
寒
い
日
が
続
い
て
い

ま
す
。冬
の
間
は
気
を
付
け
て
歩
い
て
い
る
の
に
、

も
う
春
先
だ
か
ら
と
油
断
し
て
歩
い
て
い
る
と
ス

ベ
リ
ま
す
…
。痛
い
で
す
。皆
さ
ん
、春
だ
か
ら
と

い
っ
て
足
元
に
は
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

 

▼
Ｐ
Ｎ
／
孫
の
お
母
さ
ん

● 

待
ち
に
ま
っ
た
春
が
来
ま
し
た
。雪
が
溶
け
る
と

忙
し
く
な
り
ま
す
が
、畑
や
庭
の
仕
事
が
楽
し
み

で
も
あ
り
ま
す
。室
内
で
越
冬
し
て
い
た
球
根
ベ

コ
ニ
ア
を
鉢
に
植
え
ま
し
た
。球
根
に
赤
い
小
さ

な
芽
が
伸
び
て
い
て
、そ
れ
を
見
る
と
春
が
や
っ

て
来
た
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。今
年
も
き
れ
い
に

咲
い
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

▼
Ｐ
Ｎ
／
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ

● 

今
日
は
ち
ょ
っ
と
あ
た
た
か
い
の
で
外
で
プ
ラ
ン

タ
ー
と
え
ん
ど
う
の
種
ま
き
を
し
ま
し
た
。花
畑

を
見
る
と
ス
イ
セ
ン・
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
芽
が
出
て

長
ね
ぎ
も
顔
だ
し
て
ま
し
た
。こ
の
次
は
桜
咲
く

５
月
、春
は
い
い
で
す
ね
。今
年
も
体
に
気
を
つ
け

楽
し
み
わ
く
わ
く
で
す
。          

▼
Ｐ
Ｎ
／
Ｋ
．Ｍ
．

● 

４
月
に
入
っ
た
時
は
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
し
た

が
、こ
の
頃
、春
を
い
っ
ぱ
い
感
じ
ま
す
。雪
が
消

え
て
、福
寿
草
・
ク
ロ
ッ
カ
ス
の
花
、チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
芽
を
見
て
、今
年
も
又
ガ
ン
バ
ら
な
く
ち
ゃ
と

思
い
ま
す
。今
、ふ
き
の
と
う
と
赤
ミ
ソ
で
ふ
き
み

そ
を
作
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、農
協
へ
行
き
ま
し

た
が
、野
菜
の
種
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た（
な
に
を
蒔
い

た
ら
い
い
か
と
思
い
つ
つ
…
）
。ゴ
ー
ダ
チ
ー
ズ
を
知
人

に
送
っ
た
と
こ
ろ
、と
て
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。

 

▼
Ｐ
Ｎ
／
り
ん
ご
ち
ゃ
ん

● 

少
し
ず
つ
春
め
い
て
き
ま
し
た
ね
。我
が
家
で
は

放
牧
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
牧
場
修
理
の
毎
日
で
す
。

今
、新
聞
や
Ｔ
Ｖ
で「
ダ
ニ
」の
話
題
が
出
て
い
ま

す
が
、ダ
ニ
に
刺
さ
れ
な
い
良
い
方
法
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
下
さ
い
！         

▼
Ｐ
Ｎ
／
乙
女
座
の
ば
あ
ば

● 

春
ま
で
一
進
一
退
の
気
候
で
す
。早
く
新
緑
の
時
期

に
成
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

※
あ
と
20
日
ぐ
ら
い
で
畑
に
入
れ
る
の
か
な
ぁ
〜
!!

  

▼
Ｐ
Ｎ
／
ノ
ラ
ネ
コ
チ
ビ

● 

雪
解
け
と
と
も
に
、少
し
ず
つ
春
ら
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
ね
。…
や
っ
ぱ
り
、春
っ
て
い
い
で
す
ね

…
３
月
に
比
べ
て
ぐ
〜
っ
と
気
温
も
上
が
り
、う

ら
ら
か
な
日
差
し
が
心
地
よ
い
４
月
。新
し
い
生

活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
ね
。

４
月
号
の『
春
野
菜
の
記
事
』、と
て
も
参
考
に
な

り
ま
し
た
。 　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

▼
Ｐ
Ｎ
／
春

● 

晩
ご
は
ん
の
お
か
ず
に
困
っ
た
ら
…
家
に
あ
る
も

の
で
の
天
ぷ
ら
が
な
ん
と
な
く
私
の
お
き
ま
り
。

玉
ね
ぎ
（
今
、新
玉
が
出
て
き
た
の
で
甘
く
て
美
味
で
す
）
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
、ピ
ー
マ
ン
、ナ
ス
、人
参
…
ほ
ぼ
ヤ

サ
イ
オ
ン
リ
ー
。ち
く
わ
が
あ
れ
ば
そ
れ
だ
け
で

も
子
供
達
は
テ
ン
シ
ョ
ン
あ
が
る
の
で
、エ
ビ
や
イ

カ
な
ど
無
く
て
も
Ｏ
Ｋ
。私
は
ご
ぼ
う
の
天
ぷ
ら

が
大
好
き
で
こ
れ
さ
え
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
の

で
す
が
、な
か
な
か
ご
ぼ
う
が
常
備
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、あ
り
つ
け
な
い
の
が
残
念
で
す
。天
つ
ゆ

も
い
い
け
れ
ど〝
味
ぽ
ん
〞が
好
き
。テ
ー
ブ
ル
に

出
し
て
か
ら
食
べ
る
よ
り
、揚
げ
な
が
ら
つ
ま
み

喰
い
が
こ
れ
ま
た
美
味
。こ
れ
か
ら
タ
ラ
の
芽
と

か
出
て
く
る
か
ら
お
か
ず
に
困
ら
な
く
て
も
天
ぷ

ら
…
が
出
る
日
も
遠
く
な
い
か
も
。

   

▼
Ｐ
Ｎ
／
キ
ャ
ッ
ト

● 

な
か
な
か
春
は
来
ま
せ
ん
。一
進
一
退
、三
寒
四
温

と
は
良
く
言
っ
た
も
の
だ
ね
。で
も
太
陽
が
昇
る

の
と
沈
む
の
が
確
実
に
早
く
、そ
し
て
遅
く
な
っ

て
い
る
の
で
な
ん
だ
か
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
、畑
の
事
や

花
の
事
が
気
に
な
り
始
め
て
い
ま
す
。今
年
の
春

夏
は
ど
ん
な
か
な
ぁ
〜
。 　
　
　

    

▼
Ｐ
Ｎ
／
楓
々

● 

時
々
お
世
話
に
な
る
鍼
灸
院
さ
ん
の
二
階
に
猫
カ

フ
ェ
が
出
来
ま
し
た
。今
度
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い

ま
す
。心
身
共
に
癒
さ
れ
た
い
ニ
ャ
〜
。

  

▼
Ｐ
Ｎ
／
胡
鈞
傑

今月のあなたの運勢

5月

モナ・カサンドラ
3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　ゆったり過ごせば、
英気を養える時期です。近
場の温泉でのんびりして
は。趣味や楽しみに熱中す
るのも大賛成
　　　無理は禁物。リラッ
クスを心掛けると◎
　　　　　　　  キクラゲ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　自分に自信が持て
るはず。やってみたいこと
には果敢にぶつかってみ
て。未体験分野への挑戦
ほど成功率は高め
　　　オーバーペースは
NG。休息を忘れずに
　　　　　　　  シイタケ

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　行動力が上昇。普
段ならちゅうちょすること
に思い切って挑めます。保
留になっている事柄にも解
決の糸口が
　　　運動不足になりがち。
小まめに動くこと
　　　　　　　  アジ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　物事を邪推しやす
い傾向がチラリ。親切にさ
れたら裏を読まず、素直に
お礼を言って。気晴らしに
は音楽鑑賞を
　　　疲れをため込みやす
い月。適度に発散を
　　　　　　　  イサキ

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　余計なおせっかい
が原因でトラブルを招きや
すい期間です。人のことよ
り、自分がやるべき作業に
意識を向けて
　　　体力増強に励むと
効果を感じられます
　　　　　　　  ニラ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　   好奇心が旺盛になる
月。興味を引かれるジャンル
について調べてみて。トレン
ド情報に注目するのも良い
刺激に
　　　ウオーキングなど軽
い運動が幸運の鍵
　　　　　　　  ニンニク

6/22～7/22
蟹座

7/23～8/22
獅子座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　得意なことや好きな
ジャンルがきっかけで人脈
が広がっていく気配。講演
会や講習会などには積極的
に参加して
　　  ちょっとしたけがに
注意。行動は慎重に
　　　　　　　 アオリイカ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　持論に固執するあ
まり、チャンスを見逃しや
すいよう。もっと柔軟に、
周囲の意見やアイデアを取
り入れてみて
　　　評判の健康法が体質
にぴったり合うかも
　　　　　　　  コゴミ

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　ささいなことでイ
ライラしやすい月。人の言
葉の揚げ足を取るのは避
けて。いつも笑顔をキープ
できれば開運に
　　　簡単な柔軟体操で
体をほぐすとグッド
　　　　　　　  カブ

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　レジャー運が活性
化。話題のリゾートに出掛
け、リフレッシュを。プラン
やアイデアをオープンにす
るのも正解
　　　心を落ち着ければ
体調も上向いてきそう
　　　　　　　  メロン

5/21～6/21
双子座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　 　インスピレーショ
ンがさえそう。ピンときた
ら、直感を信じて行動を。
また、サービス精神を発揮
するのも大事
　　　興味のあるスポー
ツを始めれば好影響大
　　　　　　　  アシタバ

10/24～11/22
蠍座

全体運

健康運

幸運を呼ぶ食べ物

　　　ひとつの作業に集
中できず、注意力が散漫
気味。手を広げ過ぎないよ
うに。好きな絵を飾り、つ
きを呼び込んで
　　　食事の栄養バランス
を整えると好結果に
　　　　　　　  しらす

読
者
の
声

9
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春
期
研
修
旅
行

信
州・甲
府
周
辺
４
日
間
の
旅

　

熟
年
会
春
期
旅
行
は
４
月
14
日
か
ら
４
月
17
日
ま
で
信

州
・
甲
府
周
辺
４
日
間
の
旅
に
会
員
27
名
が
参
加
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
目
的
地
の
信
州
・
甲
府
周
辺
の
山
岳
景
観
と
歴

史
遺
産
の
観
光
、
桜
の
花
見
も
期
待
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

熟年会

〈
１
日
目
〉

　

４
月
14
日
、
朝
９
時

20
分
中
標
津
空
港
を
出

発
、
札
幌
を
経
由
し
羽

田
空
港
に
到
着
、
観
光
バ
ス
に
乗
り

換
え
て
宿
泊
地
の
草
津
温
泉
を
目
指

し
出
発
し
ま
し
た
。
高
速
道
路
を
降

り
て
細
く
曲
が
り
く
ね
っ
た
一
般
道

を
通
り
、
民
家
の
庭
や
道
路
端
に
咲

く
桜
や
花
桃
の
花
を
見
な
が
ら
進
み
、

午
後
５
時
30
分
草
津
温
泉
一
井
ホ
テ

ル
に
到
着
。
草
津
温
泉
は
日
本
三
名

泉
の
ひ
と
つ
、
硫
黄
酸
性
温
泉
で
江

戸
時
代
か
ら
湯
治
で
栄
え
、
標
高
が

１
，２
０
０
ｍ
と
高
く
高
原
性
の
気

候
、
年
３
０
０
万
人
が
訪
れ
る
銘
泉

で
一
泊
。

〈
２
日
目
〉

　

４
月
15
日
、
朝
８
時
00
分
信
州
観

光
に
出
発
。
10
時
00
分
上
田
城
到
着
。

上
田
城
は
真
田
昌
幸
が
築
い
た
平
城

で
４
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
、
城
跡

に
植
え
ら
れ
た
千
本
桜
が
丁
度
満
開
で
記

念
撮
影
し
つ
つ
城
内
を
散
策
、
満
開
の
桜

を
楽
し
み
ま
し
た
。
11
時
10
分
に
は
千
曲

市
特
産
で
あ
る
あ
ん
ず
の
里
に
到
着
、
あ

ん
ず
の
白
い
花
が
満
開
で
見
頃
を
迎
え
て

い
ま
し
た
。

　

12
時
00
分
、
善
光
寺
到
着
、
参
拝
の
順

路
に
沿
い
係
員
の
説
明
を
受
け
境
内
を
参

拝
し
ま
し
た
。
本
尊
の
地
下
に
あ
る
浄
瑠

璃
下
の
暗
い
回
廊
を
通
り
極
楽
の
錠
前
を

探
り
当
て
る
道
場
と
い
う
お
戒
壇
め
ぐ
り

に
は
全
員
参
加
し
ま
し
た
。
午
後
３
時
に

は
川
中
島
古
戦
場
見
学
、
河
原
は
埋
め
立

て
ら
れ
当
時
の
面
影
は
無
く
残
念
。
午
後

４
時
に
国
宝
松
本
城
に
到
着
、
そ
め
い
よ

し
の
や
、
し
だ
れ
桜
が
満
開
の
な
か
、
白

と
黒
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
鮮
や
か
な
松
本

城
を
観
光
し
て
、
上
諏
訪
温
泉
に
向
か
う
。

諏
訪
湖
沿
い
の
ホ
テ
ル
紅
や
に
宿
泊
。　

上田城

草津温泉風景

川
中
島
古
戦
場

草津温泉での宴会

あんずの花



賑
や
か
な
見
学
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
時
30
分
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
後
に
し
て

羽
田
空
港
に
向
か
う
。
午
後
２
時
30
分
の

便
に
乗
り
札
幌
を
経
由
し
午
後
５
時
20
分

中
標
津
に
無
事
到
着
し
ま
し
た
。　

　

今
回
の
旅
行
は
４
日
間
と
も
晴
天
に
恵

ま
れ
、
す
ば
ら
し
い
景
色
と
信
州
さ
く
ら

の
花
も
丁
度
満
開
の
時
期
に
観
光
出
来
ま

し
た
。
参
加
者
の
方
々
も
皆
元
気
で
怪
我

も
無
く
、
最
高
の
花
見
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。　

　
　
　
　

　
（
記
＝
高
東
邦
男
）
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〈
３
日
目
〉

　

４
月
16
日
、
８
時
30
分
に
ホ
テ

ル
出
発
、
10
時
に
高
遠
城
址
公
園

に
到
着
。
高
遠
城
は
武
田
勝
頼
旗

下
の
時
代
に
織
田
信
長
の
侵
略
を

受
け
落
城
、
そ
の
後
旧
藩
士
達
が

桜
の
馬
場
か
ら
桜
を
移
植
し
、
今

で
は
１
，５
０
０
本
ま
で
増
え
て

い
る
。
こ
の
日
桜
の
満
開
宣
言
が

出
さ
れ
、
城
址
全
体
が
コ
ヒ
ガ
ン

桜
の
ピ
ン
ク
色
に
覆
わ
れ
た
姿
に

皆
大
感
激
、
記
念
撮
影
し
城
址
内

を
心
ゆ
く
ま
で
散
策
し
ま
し
た
。

　

午
後
１
時
30
分
、
神
田
の
大
糸
桜
見
学
。

樹
齢
４
０
０
年
、
根
回
り
８
ｍ
、
枝
張
り

20
ｍ
の
巨
木
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
変
種
の
し

だ
れ
桜
で
山
梨
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
花
は
七
分
咲
と
時
期
が
ま

だ
早
い
よ
う
で
し
た
。

　

午
後
２
時
40
分
、
実
相
寺
到
着
。
境
内

に
あ
る
樹
齢
２
，０
０
０
年
、
日
本
三
大

桜
の
ひ
と
つ
の
山
高
神
代
桜
を
見
学
。
樹

高
10
ｍ
、
幹
周
12
ｍ
の
日
本
最
古
・
最
大

の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
桜
の
巨
木
で
国
指
定
の
天

然
記
念
物
と
な
っ
て
い
る
。

　

実
相
寺
を
後
に
し
、
午
後
４
時
10
分
、

宿
泊
地
の
石
和
温
泉
・
石
和
ビ
ュ
ー
ホ
テ

ル
に
到
着
。
旅
行
最
後
の
宿
と
な
り
、
の

ん
び
り
温
泉
を
楽
し
み
、
夕
食
は
地
方
の

名
産
品
を
食
し
楽
し
く
歓
談
、
ホ
テ
ル
の

シ
ョ
ー
も
あ
っ
て
最
後
の
夜
を
楽
し
み
ま

し
た
。

〈
４
日
目
〉

　

４
月
17
日
最
終
日
、
８
時
40
分
に
甲
府

勝
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
到
着
。
甲
府
は
甲
州

ぶ
ど
う
の
産
地
、
ぶ
ど
う
棚
に
囲
ま
れ
た

ワ
イ
ン
工
場
を
見
学
。
見
学
後
は
ワ
イ
ン

の
試
飲
と
即
売
が
あ
り
、
樽
詰
ワ
イ
ン
を

味
わ
う
と
適
度
に
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
り
、

山
高
神
代
桜
と
ス
イ
セ
ン

松本城

高遠城址公園桜

大糸桜

甲府勝沼ワイナリー



12

１　簡易更新の効果と経費
　放牧地の簡易更新は、完全更新より少ない経費で、
植生を改善することができます。
例えば、種子の経費は１㎏当たり1,000円～1,500円程
度で10ａ当たり２㎏使用すると2,000～3,000千円です。
　は種機は、種苗メーカーや農協からのレンタル、
または借用することができます。ただし、は種機の
数が限られるので使用予定の１ヶ月以上前から予約
が必要です。



２　簡易更新に使用する草種（表１）

〈メドウフェスク〉
　越冬性はチモシーに次いで強い道東向きの放牧専
用草種です。過度に短草利用すると回復が遅れ、収
量が落ちてしまいます。
〈ペレニアルライグラス〉
　短草利用でメドウフェスクより回復が早くし好性
も優ります。ただし土壌凍結や雪腐病に弱く、道東
地域では越冬後に枯死してしまう場合があります（写
真１）。そのためペレニアルライグラス主体草地には
せずに、混播
草の補助草種
として利用し
ましょう。さ
らに越冬後に
枯れたら播き
直すなどの、
対応が必要で
す。

３　簡易更新に使用するは種機
　写真２のような、は種機を用いて、放牧地に、は
種します。は種機は、機種によっては種深度や、は
種する幅、は種速度などに違いがあるので、メーカー
や普及センターに問合せください。

　いよいよ本格的な放牧時期を迎えました。もし、放牧地の草量が少なかったり植生が悪い場合は、簡易
更新（追播）がおすすめです。

根室農業改良
普及センター

普及の窓

不明な点は、お気軽に普及センターへ
お問い合わせ下さい。（☎0153-72-2163）

詳しくはホームページで 根室振興局  普及センター 

放牧地をパワーアップ

写真１　 ぺレニアルライグラス草地の冬枯れ
（雪印種苗撮影）

４　簡易更新時のポイント（表２）

　まず、簡易更新する前に放牧圧を高めしっかり食
べさせるか、掃除刈りで草丈10㎝以下にします。こ
れは出芽した個体に多くの光が届き、既存草との競
合を避けて生育を促進させるためです。残草が多い
と機械が引っかかり適切なは種ができません（写真３）。
　は種時期
の中でも融
雪後土壌水
分が多い時
期や、雑草
の勢いが衰
える８月中
～下旬がお
すすめです。

５　簡易更新後の放牧と施肥
　簡易更新後は、従来どおり放牧を継続して問題あ
りません。また、10ａ当たり炭カル40㎏施用すると、
簡易更新した草種の定着促進に効果があります。

写真２
追播に使用する
は種機

写真３　残草が多く種詰まりした事例

表１　特性比較（◎最良 ○良 ×不良）
メドウフェスク ぺレニアルライグラス

耐 寒 性 ○ ×
再 生 力 ○ ◎
秋の生育 ◎ ◎
牛の嗜好 ○ ◎

表２　は種時の注意事項
は種量 は種時期 は種深度 は種速度
kg/ha 旬 ㎝ ㎞／時間

20～25 融雪後～
8月下旬 ３～４ ４～７

種の減り方を
見て調整する

土壌水分が多
い時が良い

浅すぎても深
すぎても発芽
率が低下

土壌水分によ
り調整

ぺレニアルライ
グラスの種子
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　遂に春が到来しました！日増しに気温が上がり、雪が解け、畑の緑が濃くなっています。機械整備や畑

の段取りに、忙しくされている方も多いのではないでしょうか？そんな春は、ウシにとっても忙しい季節

であり、みなさんの牧場でも、発情頭数がぐんと延び、発情徴候もよりはっきりとしてきたのではないで

しょうか？忙しい時期ではありますが、この繁殖チャンスを活かしましょう！

　授精で立ち会われる際に『尻尾を持ってもらえますか？』と、

言われたことはないでしょうか？「尻尾の動き」は授精師にとっ

て大問題であり、「尻尾に邪魔されない」ことは、人工授精や受

精卵移植を行う上で非常に重要なのです。

　授精師は、直腸検査や人工授精・ 受精卵移植を行うとき、ウシ

の肛門から手を入れて直腸越しに卵巣を触診したり、子宮を操作

したりします。一方、精液の注入器や受精卵の移植器は外陰部か

ら入れて、子宮体あるいは子宮角まで通します。直腸検査で子宮・

卵巣の状態を触診すると、尻尾や外陰部は細心の注意を払ったと

しても糞等で汚れるものです。衛生的な注入が授精においても、

移植においてもとても重要なので、なぜ「尻尾を持ってもらう」

ことが必要なのか、お分かりいただけるでしょうか？

　尻尾を持ってもらうことで、注入する際の外陰部の汚れを最小

限に押さえられます！注入する際、外陰部の汚れはペーパータオ

ル等で拭いていますが、尻尾がもたれていない場合だと、尻尾に

よって再び外陰部を汚す可能性が大きいのです！外陰部の汚れに

よって注入器が汚れ、その汚れた状態の注入器で子宮内に精液を

注入した場合、雑菌感染による子宮内膜炎を起こす可能性があり

ます。子宮内膜炎は繁殖成績を著しく低下させる繁殖障害の一つ

で、主に分娩後に起こります。注入による発症は避けなくてはい

けません。特に受精卵移植の場合は人工授精よりも衛生的な操作

が要求されますので、立ち会い授精へのご協力をよろしくお願い

します。

　授精に立ち会うという事は、農家のみなさんにとっても、人工

授精師の我々にとっても、ウシにとっても非常に大切なことです。

普段のウシの状況や、発情時のウシの徴候や状態を一番よく知る

畜主であるみなさんの情報は、我々が授精を行う上で非常に大き

な手助けとなるのです。最近では日常の作業も忙しくなっている

ため、昔に比べてなかなか立ち会うことが難しくなってきている

のが現状ではありますが、繁殖成績向上のためにみなさんのご協

力をよろしくお願いします。

家畜改良課に相談だ。

授精時の立ち会いの重要性について

扌外陰部の汚れを拭いても
尻尾の汚れが付き再び汚れる。

扌尻尾を持つことによって
外陰部が清潔に保たれる。



新着情報については、
公式ＨＰ  http://www.ja-nakashibetsu.or.jp
に随時掲載中！
皆さまからの情報提供は、
こちらへ 272-3721

info@ja-nakashibetsu.or.jp
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　皆さん、体の調子はいかがですか？
　ただいま「あるる」では「あるる前特設会場」
にて、『ＪＡ健康サロン』を開催しております。ホクレンと
ＪＡが主催していますのでお気軽にご来場下さい。

あるるにてJA健康サロン開催中!!

■開催時間
　午前の部　10：00～14：00
　休憩時間　14：00～15：00
　午後の部　15：00～18：30
■休　　日　土曜日・日曜日・祝日
■お問い合わせ
　Ａコープ中標津店あるる　大内　和人

☎0153-72-2229
0800-800-2229

にて、『ＪＡ健康サロン』を開催しております。ホクレンと

体験は
無料
です!!



15 ※心を耕す本の紹介です。お気軽にお尋ね下さい。

家の光図書 暮らしに役だつヒントがいっぱい!
2014年

５月上旬発売今月の新刊

協同組合は
「未来の創造者」になれるか

協同組合研究の成果と課題
1980-2012

アフターガーデニングを
楽しむバラ庭づくり

有元葉子の365日の献立
材料別おかず事典

世界と闘う
サムライブルーの必勝ごはん

第一線の協同組合
研 究 者 たちによる
3 年におよぶ研究成
果の集大成の一冊。
1980 年代から30
余年にわたる、農協・
漁協・生協など12 の
分野別研究成果を詳
解し、今後の課題や
展望を明らかにして
いく。

バラを農薬に頼らず
育てる最適な庭づく
りから、育てたバラ
をポプリやお菓子、
お茶として活かす“ア
フターガー デ ニン
グ” という楽しみ方
を紹介。愛情こめた
バラが運んでくれる
優雅で幸せな時を味
わえる一冊。

1,627レシピを収録
した人気料理家・有
元葉子の集大成。材
料別やメニュー・調理
法別にレシピを探せ
るので使い勝手は抜
群！365日のカレン
ダー式献立は今日の
おかずがすぐ見つか
るので料理が楽しく
なる！

「2012 国際協同組
合年」を踏まえ、協同
組合運動の新たなビ
ジョンを追求する第
一線の研究者たちに
よる研究成果。わが
国の協同組合運動
の歩みを多面的に総
括したうえで、今後
の運動のあり方を提
言する。

伝統的な保存食「梅
干し」を少量で手軽
に作りた い 人 は 必
見！「保存袋」で作る
梅干しは、初心者で
も安心して挑戦でき
る。またさまざまな
料理に活用できる梅
酒・梅ジャム・梅シロッ
プの簡単な作り方も
紹介。

サッカー日本代表料
理人による心と体が
元気になる栄養満点
のレシピ本。選手に
人気のおかずをはじ
め、目的別のバラン
ス献立や試合前後の
献立など役立つ情報
も満載。スポーツ少
年・少女にぜひ食べさ
せたい！

■お申込み・お問い合わせは■

営農部 経営企画課
72-3721まで

西　芳照 著
本体1,000円＋税

堀越芳昭・ＪＣ総研 編
本体4,200＋税

元木はるみ 著
本体1,400円＋税

有元葉子 著
本体2,500円＋税

中川雄一郎・ＪＣ総研 編
本体2,300＋税

若山曜子 著
本体1,000円＋税

見本が農協事務所に置いてあります
ので、お気軽にお立ち寄り下さい。

好評既刊

少量でもおいしくできる
はじめての梅しごと手帖

西　芳照 著

ベジフル
歳時記

野
菜
ソ
ム
リ
エ
●
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｕ

母
の
日

　

５
月
の
第
２
日
曜
日
は
母
の
日
。
大
切
な

お
母
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
日
で

す
ね
。

　

母
の
日
は
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
他
、
手
紙

や
似
顔
絵
、
手
作
り
小
物
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
子
ど
も
た
ち
も
多
い
よ
う
で
す
が
、

普
段
家
事
を
し
て
く
れ
る
お
母
さ
ん
に
代

わ
っ
て
、
家
族
み
ん
な
で
家
事
を
し
て
休
ま
せ
て
あ
げ
る
の
も
、
心
の
こ

も
っ
た
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
掃
除
、
洗
濯
、
料
理
と
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
一
緒
に
楽
し
く
食
事
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
お
父
さ
ん
と

料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
断
ト
ツ
の
人
気
を
誇
る
メ
ニ
ュ
ー
が
カ
レ
ー
。
カ
レ
ー
ル
ー

の
売
り
上
げ
も
こ
の
時
期
は
ア
ッ
プ
す
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
る
そ
う
で

す
。
子
ど
も
が
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
こ
と
、
比
較
的
簡
単
に
作
れ
る
こ

と
、
一
品
で
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
見
栄
え
も
良
い
こ
と
、
さ
ら
に
経
済

的
、
失
敗
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
も
魅
力
の
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し

て
何
よ
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
と
い
う
の
も
う
れ
し
い
ポ
イ
ン
ト
。
カ

レ
ー
に
は
た
く
さ
ん
の
種
類
の
野
菜
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
野
菜
が
苦
手

な
子
ど
も
で
も
食
べ
や
す
い
た
め
、
お
母
さ
ん
と
し
て
も
安
心
で
す
。

　

旬
の
野
菜
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
す
る
と
華
や
か
に
。
ト
マ
ト
、
パ
プ
リ
カ
、
オ

ク
ラ
、
コ
ー
ン
、
エ
ダ
マ
メ
な
ど
は
彩
り
も
美
し
く
特
別
感
が
ア
ッ
プ
し
ま

す
。
セ
ロ
リ
、
ナ
ス
な
ど
は
具
と
し
て
煮
る
と
食
べ
や
す
く
な
り
、
苦
手
意

識
を
感
じ
ず
に
食
べ
ら
れ
そ
う
で
す
。
隠
し
味
と
し
て
ニ
ン
ニ
ク
、
シ
ョ
ウ

ガ
、
リ
ン
ゴ
を
使
っ
た
り
、
ト
マ
ト
、
マ
ン
ゴ
ー
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
の

ピ
ュ
ー
レ
を
使
っ
て
も
。

　

野
菜
や
果
物
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
、
愛
情
入
り
の
母
の
日
カ
レ
ー
。
旬
の

素
材
が
持
つ
味
わ
い
で
お
い
し
さ
を
プ
ラ
ス
し
、
不
足
し
が
ち
な
野
菜
や
果

物
の
摂
取
量
も
楽
し
み
な
が
ら
増
や
し
ま
し
ょ
う
。
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組合動静

行事予定表
2014年４月
１㈫ 職員歓送迎会　ルーキーズカレッジ

畑作助成の集い研修会
２㈬ 青年部監査、女性部新旧役員会

３㈭ 青年部全道総会

４㈮ 棚卸精査、加工部会役員会・監査

７㈪ 総合共進会・牛まつり代表者会議
グラスグループ総会

８㈫ ルーキーズカレッジ、青年部役員会、
女性部監事会、馬鈴薯栽培講習会、㈱MAC総会

10㈭ ㈱ＫＲＫ総会

11㈮ 第66回青年部通常総会
根室管内危険物安全協会総会

14㈪ 加工部会総会、熟年会春季研修旅行～17日
メガフロンティア総会

15㈫ 第１回生産委員会、ＪＡ共済普及方策研修会
ルーキーズカレッジ、㈱ＪＹＮ総会、女性部三役会

16㈬ 第１回営農委員会、あるる企画会議

17㈭ 第１回管理購買委員会、乳牛市場

19㈯ 根室授精師協会総会

21㈪ 第１回理事会

24㈭ 根室地区青年部総会、ルーキーズカレッジ
㈱俵橋トラクター総会、女性部役員会

26㈯ 中標津ＢＷ

28㈪ 家族協定調印式、㈱ラフィーク総会

30㈬ ＡＰＥＸ総会

2014年５月
１㈭ 根室地区酪対役員会、JA中標津機械利用組合総会

２㈮

３㈯ 憲法記念日　花・野菜苗販売開始

４㈰ みどりの日

５㈪ こどもの日

６㈫ 振替休日

７㈬ 第２回理事会

８㈭ 酪対、乳検、中山間各総会、担い手創出協議会総会
春の園芸市～９日まで

９㈮

10㈯

11㈰

12㈪ じゃがいも伯爵まつり第１回実行委員会

13㈫ 第３回理事会

14㈬ 十勝和牛市場

15㈭ 役職員研修～17日まで

16㈮

17㈯ 根室ＢＷ

18㈰

19㈪ 乳牛市場、第２回青年部役員会

20㈫ 地区別懇談会～23日まで

21㈬

22㈭ 青年部・女性部合同ゴミ拾い、俣落地区牛祭り

23㈮

24㈯ 全道ＢＷ～25日まで

25㈰

26㈪

27㈫ 熟年会日帰り研修、青年部・職員交流会
開陽地区共進会

28㈬ 第1回役員協議会、中標津地区牛祭り

29㈭

30㈮

31㈯ 当幌地区牛祭り、武佐地区牛祭り

※６月２日 第二俣落地区牛祭り、俵橋地区共進会
　６月７日 農協総合共進会・牛祭り
　６月11日 第67回通常総会

作り方 
❶ 行者ニンニクは生のまま水洗いし細かくきざみ、生姜はみじん切りにして
おく。

❷ ボウルに豚ひき肉・行者ニンニク・生姜・調味料を全て混ぜ入れ、粘りが
出るまでよく練る。

❸ 手のひらに餃子の皮をのせて、皮の中央にあんを大さじ１程のせる。皮を
半分に折り、ふちを水で軽く濡らして貼り付けたら、端からひだを作りな
がら、あんが飛び出ないように包む。

　 乾いたふきんを敷いたバットに並べ、乾燥しないよう、乾いたふきんかラッ
プをかけておく。

行者ニンニク餃子

　焼くときのコツ
　フライパンを熱して、油を入れて煙がたったら火を止めて、

包んだ餃子を並べる。焼き色がついたら、熱湯を餃子の1/3の高さまで加
えて、強火で湯がなくなるまで蒸し焼きにする。水分がなくなったら、少
し火を弱めて焦げ目をつける。

基本量 ５倍量
餃子の皮 50枚 250枚
豚ひき肉 400ｇ 2,000ｇ
行者ニンニク 150ｇ 750ｇ
生姜 15ｇ 75ｇ

あ
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塩 ５ｇ 25ｇ
ごま油 25ｇ 125ｇ
醤油 大さじ１強 100ｇ
砂糖 適量 適量
こしょう 適量 適量

材　料 

Point

プルプル杏仁ぷりん

＊粉ゼラチン ..7ℊ～10ℊ
＊水 ......................... 150㎖
＊牛乳 ..................... 300㎖
＊生クリーム ......... 120㎖
＊砂糖 ........................ 50ℊ
　（グラニュー糖でもいいです）
＊アーモンドオイル ..4～5滴
　（エッセンス）
　　＊水 ....................50㎖
　　＊牛乳 ............. 200㎖
　　＊生クリーム .....50㎖
　　＊グラニュー糖 ....20ℊ
　　＊アーモンドオイル ... 2～3滴
　　　（エッセンス）

 材　料

作り方 
準備　粉ゼラチンは水でふやかしておく。
❶ 鍋に牛乳、生クリーム、水でふやかした粉ゼラチンを入れ、火にかけ沸
騰直前になったら砂糖・アーモンドオイルを入れる。このとき粉ゼラチ
ンが残らないようにまぜながら煮溶かす。

❷ ①をこしながらボウルに移し、ボウルの底を氷水にあてる。まぜながら
冷やし粗熱がとれ、とろみがついたら再びこして容器に入れ、冷蔵庫に
入れて固める。

❸ シロップの材料を鍋に入れ火にかける。沸騰直前で止め、粗熱がとれた
ら冷蔵庫に入れる。食べる直前にシロップをかけて出来上がり。

※ イチゴ・パイン・キュウイ・ミントの葉など上に飾ると見た目が良いで
す。（イチゴ・パインは凍らせて小さく刻んでのせてもカワイイです。）

シ
ロ
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プ


